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新年度に寄せて 
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教育目標を実現するために４つのキーワードを考えました。今後、これらのことについ 

て毎月の朝礼で話していきます。今月は、新年度のはじめ、人との出会いの時期に大切な 

「挨拶」を意識して生活をしてみてください。 挨拶は、「人とつながる魔法の言葉」です。 

そもそも挨拶の語源は、禅宗で問答を交わして相手の悟りの深さを試すことに由来するそ 

うです。「互いに心を開いて近づく」つまり、お互いの心を開いて、相手の心に近づいてい 

くという意味です。 

ということで、今月は、挨拶することを意識してみてください。 

 挨拶の取組のめやすとしてレベル０（ゼロ）からレベル３まで設定してみました。 
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暖かな春の風が、進級や入学を

祝うかのように校庭のピンク色

の桜の花びらを揺らす中、２４７

名（１年生８４名、２年生９１名、３

年生７２名）でスタートしました。 

先日の入学式では、新入生の呼

名の際に全員がしっかりと返事

をして立派な態度でした。会場の

準備をした２年生の皆さん、当

日、代表生徒として出席した皆さ

んもありがとうございました。 

 さて、改めて柳沢中の教育目標

について確認したいと思います。

柳沢中の生徒として、こういう生

徒に育てていこうという目標で

す。教職員も、教育目標を意識し

て生徒の育成に取り組んでいき

ます。 

変化する社会の中で、学校教育を

通じて、よりよい社会を創るため、 

○広い視野をもち勉学に励む人間 

○思いやりのある人間 

○心身ともに健康な人間 

広い視野とは、従来のやり方に

とらわれずに、柔軟性をもって新

しい発想を創り出すこと、いま置

かれた環境の中で、自分らしく前

向きに生きていくこと。 

では、自分らしく生きていくと

はどういうことでしょうか。 

自分の心が満たされる、満足す

る、納得できる生き方をしている

と充実感を感じ、生き生きしてい

る自分にであえます。生き生きし

ているときこそ、自分らしく生き

ているといえるのです。 

そうなるためには、どうした

らいいいでしょうか。まずは、自

分とじっくり向き合ってみてく

ださい。そして、自分のいいとこ

ろをたくさん見つけて、生かし

たり伸ばしたりすることができ

れば、生き生きした自分にであ

えると思います。 

自分のいいところが自分の強

みとなり、いつか進路などで悩

んだり、困ったりしたときにき

っと自分の支えとなることでし

ょう。 

自分の強みがあるからこそ、

きっと自分は大丈夫だと自分を

信じることができるのです。 

１年後、皆さんの成長を楽し

みに全力で応援していきます。 

 

柳沢中学校通信 

レベル０（ゼロ） 

挨拶されても、黙って通

り過ぎる。反応がない。 

言っているつもりだが、

相手に伝わっていない。 

レベル１ 

相手に言われてから、

相手に伝わる声で挨拶

する。 

頭を下げる。会釈する。 

レベル２ 

 

自分から 

先に挨拶をする。 

レベル３ 

授業や委員会、部活動な

どで担当していない先

生や来校者、地域の方に

挨拶をする。 

 


